
倶知安町自転車活用推進計画について

自転車の活用は、単に近隣の移動手段としてだけではなく、環境負荷の低減や健康増
進等さまざまな効果が期待されており、その利用環境は大きな変革期を迎えています。
特に北海道の雄大な自然景観を求めて、国内外からサイクリストが多数来道しており、
本町においても国際的自転車レースのニセコクラシックの開催地や「羊蹄山」を目指し
て多くのサイクリストが訪れる地域であることから、走行環境の改善や受け入れ環境の
充実等が求められています。

このため、国・北海道・町・関係団体が連携し、自転車が安全・快適に移動できる環
境整備を進めるため、自転車政策を総合的かつ効果的に展開する方向性を示すことを目
的とした、「倶知安町自転車活用推進計画」を策定します。

計画策定の背景と目的

倶知安町自転車活用推進計画は、「第６次倶知安町総合計画」や「倶知安町都市計
画マスタープラン」等の既存計画を踏まえ、まちづくりや交通計画等と連携を図りなが
ら展開していくことが重要です。

また、国の自転車施策に係わる「自転車活用推進計画」や「北海道自転車利活用推
進計画」等関連計画等と連携・整合を図っていきます。

計画の位置付け

第６次倶知安町総合計画
計画期間：2020年-2031年

倶知安町
デジタル田園都市構想総合戦略
計画期間：2023年-2027年

倶知安町観光振興計画
計画期間：2020年-2031年

倶知安町都市計画マスタ－プラン
計画期間：2018年-2038年
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安全で快適な自
転車利用環境
ガイドライン
2024年6月改訂

第2次自転車活用
推進計画

2021年５月28日閣議決定

第2期北海道自転車
利活用推進計画
2021年3月策定

図 計画の位置付け

計画に関するお問い合わせ：
倶知安町 総合政策課 TEL：0136-56-8001



倶知安町自転車活用推進計画が掲げる4つの目標
目標１

自転車交通の役割拡大による
良好な都市環境の形成

①自転車通行空間の計画的な整備
②シェアサイクルの普及促進
③サイクルバス、サイクルトレインの推進

目標２
サイクルスポーツの振興等による
活力ある健康長寿社会の実現

①自転車を利用した健康づくりの実現
②自転車通勤の促進

目標３
サイクルツーリズム推進による
観光地としての魅力向上

①世界に誇るサイクリング環境の創出
②サイクリストへの情報発信体制の整備

目標４
自転車事故のない

安全で安心な社会の実現

①幼少期からの自転車走行における安全
利用の促進

②大人世代の自転車走行ルールの徹底
③シェア・ザ・ロードの広報啓発

■自転車通行空間の計画的な整備
「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン

に基づき、自転車通行空間の確保に取り組みます。

■シェアサイクルの普及促進
誰でも（町民・観光客）気軽に自転車を利用、楽

しむことができるようシェアサイクル、レンタサイ

クルの普及を促進します。

■サイクルバス、サイクルトレインの推進
バス事業者や鉄道事業者に対して、サイクルバスやサイクルトレインの導入を

働きかけるなど、自転車を利用する住民のみならず、町内を訪れるサイクリスト

の受入環境の充実を図ります。

■自転車を利用した健康づくりの実現
年代を問わず本町の魅力の再確認に向け

たイベントの実施や、e-bikeが普及してい

ることから、町民スポーツのツールの一つ

として自然の中を走行できる機会の創出を

推進します。

■自転車通勤の促進
マイカー等からの自転車への転換による

CO2の削減効果の把握等をふまえ、自転車利
用による様々なメリットを伝えることで、自
転車の利用促進に関するポスター頒布等の広
報啓発を実施します。
地域住民に、近場の買い物等には自転車を

利用してもらうような広報啓発を行います。

図 町内の通勤・通学流動

（令和2年国勢調査）

■世界に誇るサイクリング環境の創出
広域的なサイクリングルートである「羊蹄ニ

セコエリアサイクルルート」における受入環境、
情報発信、自転車走行環境改善等の取り組みと
連携を進めます。

■主要な分岐点における案内サインの設置
全道的なルート案内のルールと統一を図りつ

つ、倶知安町のサイクリングコースであること
を表すオリジナルのピクトグラムや、海外の観
光客でも理解できるルート番号（必要に応じて
ルート名）を記載することで、わかりやすい
コース案内の実現を目指します。

■幼少期からの自転車走行における安全利用の促進
倶知安警察署や倶知安交通安全協会と連携し、ヘ

ルメットの着用の推進や、全ての年齢層の利用者に
対する自転車の通行ルール等の周知を図ります。

■大人世代の自転車走行ルールの徹底
交通安全教室や自動車運転免許更新時の講習など様々な場面で、自転車走行

におけるルールについて啓発します。

■シェア・ザ・ロードの広報啓発
地域住民の交通安全意識の向上を図るため、全国交通安全運動等様々な機会を

利用して、街頭での声掛け、ポスター貼付等、広報啓発に努めます。
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